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佐賀県小城市庁舎のオフグリッド電力供給システムで 
バイポーラ型鉛蓄電池の実証実験を開始 

 

古河電池株式会社（本社:横浜市保土ケ谷区、代表取締役社⾧:小野眞一、以下古河電池）は、
株式会社九電工（本社:福岡市南区、代表取締役 社⾧執行役員:佐藤尚文）が開発・施工を行
い佐賀県小城市庁舎内に設置されたオフグリッド電力供給システムで、2022 年 8 月からバイ
ポーラ型鉛蓄電池の実証実験を開始いたしました。 

 実証実験の背景・狙い 

古河電池は、佐賀県小城市が災害時の防災活動拠点である庁舎の業務継続性（BCP）対策およ

び 2050 年のカーボンニュートラル達成に向けた温室効果ガス削減のため、2022 年 2 月に導入

したオフグリッド電力供給システム（当社製 FCP-1000 採用）の一部を使用してバイポーラ型鉛

蓄電池*の実証実験を開始いたしました。 

日本では 2050 年のカーボンニュートラル達成に向けて、再生可能エネルギーの活用や蓄電シ

ステムの導入が加速しています。古河電池は、「環境配慮型製品の提供」をマテリアリティ（重要

課題）と位置付け、再生可能エネルギーと組み合わせる蓄電池を通じて持続可能な社会の実現を

目指しています。 

＊バイポーラ型鉛蓄電池は、古河電池株式会社と古河電気工業株式会社の共同開発品です。 
 

 実証実験の概要 
本実証実験では、平常時や天候不順等の様々な条件下で運用されるオフグリッド電力供給

システムの実運用のなかで、バイポーラ型鉛蓄電池の特性、動作状況、安全性、保守・メンテ

ナンス性の確認・評価を行います。 

得られたデータや知見は今後の製品改良やサービス向上に活かし、お客様のニーズに応え

てまいります。 

 

 

 

 

 

 

 
バイポーラ型鉛蓄電池 制御・蓄電池室 



 

 SDGs への挑戦 
 当社は、蓄電技術を核として「蓄える力、動かす力、見守る力で社会を支え未来を創造する」

をモットーに社会課題の解決に貢献していくとともにパートナーシップを通じて包括的に安全か

つ強靭で持続可能な人々の暮らしを支えてまいります。  

今後も、⾧寿命・高品質な製品・サービス等をグローバルでの提供を通じて、持続可能な社会

の実現に貢献してまいります。 

 

 

 

 

お問い合わせ先 

 古河電池株式会社 戦略企画部 

E-MAIL:fb-ir@furukawadenchi.co.jp 

 
参考 URL 

 小城市 市庁舎の電力を再生可能エネルギーで自給自足 
https://www.city.ogi.lg.jp/main/37807.html  

 古河電池 再生可能エネルギー用鉛蓄電池 
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